
ホンジュラス政治経済情勢（２０２０年１月） 

在ホンジュラス日本大使館 

 

１ 内政 

（１） ２０２１年大統領選挙に向けた動き 

ア CID-Gallup 社が全国の計１，５６８名に対し，４日～１３日にかけて実施した世論調

査において，これまで下降の一途をたどっていたエルナンデス大統領の評価は，肯定的評

価４２％(３８％：２０１９年５月)，否定的評価５０％（５４％：同前）となり，いまだ

否定的評価が優勢ではあるものの改善が見られた。支持政党に関する調査では，国民党３

４％，自由党１２％，リブレ党１１％となり，与党国民党の優位性が継続。他方，４２％

は「支持政党無し」と回答した。 

イ ２３日，オリバ国会議長は，選挙制度改革の関係で予備選挙（各政党内の大統領候補

を決定する）を先送りにすべきという見方もある中，従来通り２０２１年３月に同選挙を

実施する旨明言。 

ウ ２５日，カストロ・セラヤ元大統領夫人は，リブレ党の予備選挙への立候補を表明。 

（２） 汚職 

ア １７日，ＯＡＳは，ホンジュラス対汚職・無処罰ミッション（ＭＡＣＣＩＨ）の任期

延長に関するＯＡＳ・ホンジュラス政府間の協議が同日付けで終了，両者間で合意に至ら

ず，同ミッションは１９日をもってホンジュラスでの任務を終了する旨のコミュニケを発

出した。ＭＡＣＣＩＨはこれまで，汚職事案１４件１３３名を起訴し，当国司法・検察の

能力強化に貢献してきた。 

イ ２４日，検察庁は，ＭＡＣＣＩＨの任期終了を受けて解体された対汚職・無処罰検察

特別ユニット（ＵＦＥＣＩＣ）の後継組織となる，対汚職検察特別ユニット（ＵＦＥＲＣ

Ｏ）の創設を発表した。ＵＦＥＲＣＯは，ＵＦＥＣＩＣの調査中の案件を引き継ぎ，国際

社会の直接の関与はなくなったが基本的に同様の機能を持つ。 

ウ ２４日付当地主要紙ラ・トリブナは，国際ＮＧＯトランスペアレンシー・インターナ

ショナルが２３日付で公表した２０１９年度「腐敗認識指数（ＣＰＩ）」によると，ホン

ジュラスは前年度からランキングを１４位落として１４６位／１８０か国となり，米大陸

ではベネズエラ（１７３位），ハイチ（１６８位）及びニカラグア（１６１位）に次いで，

グアテマラと同率でワースト４である旨報じる。 

（３） 移民 

１５日，米国を目指す約２，０００人規模の新たな移民キャラバンが当国北西部サンペ

ドロスーラ市を出発し，コルテス県コリント国境及びオコテペケ県アグアカリエンテ国境

からグアテマラに入国した。２３日，同キャラバン参加者のうち，メキシコから６２４人

及びグアテマラから５１人がホンジュラスに送還され，合計１，７６４人が同日までにホ

ンジュラスに戻った。 



（４） その他 

 ８日付当国主要各紙は，１７日に予定されていたトニー･エルナンデス被告人（エルナ

ンデス大統領実弟）への量刑言渡しが，２月２４日に延期された旨報じる。 

 

２ 外交 

（１） ８日及び９日，エルナンデス大統領は当国訪問中のウォルフ米国土安全保障長官代行と会

談し，２０１９年９月にホンジュラスと米国が締結した，経済的機会，国境警備，移民保

護及び生体認証情報の相互交換等に関する協力協定の実施促進について協議した。 

（２） １４～１５日，鈴木外務副大臣はホンジュラスを公式訪問し，二国間関係を一層強化して

いくことを目的として，アルバラド副大統領への表敬訪問，ロサレス外務・国際協力大臣

との会談等を実施した。 

（３） １４日，グアテマラ大統領就任式のため同国を訪問したエルナンデス大統領は，ジャマテ

ィ同国新大統領，呉台湾外交部長，チャド・ウォルフ米国土安全保障長官代行及びアダム・

ボーラー米国国際開発金融公社（ＤＦＣ）ＣＥＯと合同で会談を実施し，グアテマラとホ

ンジュラスにまたがる経済特区や国境地帯における雇用創出のためのプロジェクトを策

定すべく，ワシントンで常時議論するための枠組を設けることで一致した。 

（４） １４日，ロサレス外務・国際協力大臣は訪問中のグアテマラで，在グアテマラ・イスラエ

ル大使と，ホンジュラス・イスラエル間の政策協議メカニズムの設置及び農業，教育，保

健分野の支援に関する協力協定２件に署名した。 

（５） ２０日，ホンジュラス政府は，ヒズボラをテロ組織に指定した旨発表した。 

 

３ 経済 

（１） ２日，当国中銀は，２０１９年の米国等からの海外送金額は，前年比１３％増となる約５

６億ドルであった旨発表。 

（２） ５日，当国財務省は，２０１９年末に公的債務は約１２１億ドルとなり，前年から６億９，

２００万ドル増加した旨発表。 

（３） ７日，大統領府は，財政危機が深刻なエネルギー公社（ＥＮＥＥ）への介入を決定した旨

の文書を公表した。１０日，グスマン歳入管理庁（ＳＡＲ）長官ほか２名は，カルドナ大

統領府官房長官立会いの下で就任宣誓を行い，これにより介入委員会が発足。デラスＥＮ

ＥＥ総裁及びＥＮＥＥ理事会の職務は停止された。 

（４） １４日付当地主要紙ラ・トリブナは，２０１７年６月にホンジュラス・グアテマラ間の税

関統合の取組が開始されて以降，両国間の貿易は活発化され，二国間貿易額は２０１８年

に９．７億ドル，２０１９年１～１１月に８．５億ドルに達し，また，税関統合の開始と

ともに導入された両国共通の税関申告書ＦＹＤＵＣＡ（Factura y Declaración Única 

Centroamericana）の使用率は，２０１８年は３５％，２０１９年は４２％であった旨の

中米経済統合事務局（ＳＩＥＣＡ）の発表につき報じる。 



（５） ２３日付当地主要紙エル・エラルドは，ＥＮＥＥが民間発電業者に滞納している支払額は，

２０１９年末までに４億ドルに達した旨報じる。 

（６） ３０日，国立統計院（ＩＮＥ）は，世銀及びＩＤＢの支援を受けて，１９７８年から使用

してきた貧困率算定方法の見直しを行った結果，当国貧困率は６１．９％から４８．３％

に減少する旨発表した。 

 

＜主要経済指標＞ 

◇主要経済指標◇ 
2020 年 2019 年 

2019 年 2018 年 
１月 １２月 １１月 １０月 

インフレ率 （前年同月比） 未発表 4.08% 3.84% 4.08% 4.08% 4.22% 

貿易収支（百万ドル） ― 未発表 ― ― 未発表 △3,530.6 

輸出（百万ドル） ― 未発表 ― ― 未発表 8,669.3 

輸入（百万ドル） ― 未発表 ― ― 未発表 12,200.0 

外貨準備高 （百万ドル） 5,764.0 5,808.9 5,124.0 5,137.6 5,808.9 4,853.1 

外国からの送金 （百万ドル） ― 5,546.1 ― ― 5,546.1 4,759.9 

為替レート （対ドル月平均） 24.82 24.81 24.80 24.80 24.68 24.07 

＜出典：ホンジュラス中央銀行＞  ※貿易収支，輸出，輸入，外国からの送金は，四半期毎に発表 

（了） 


